
• 経営戦略部 部⾧の深野でございます。
• 本日はまず、第1四半期決算の概要についてご説明したのち、皆様からのご質問をお受けしたいと思います。
• それでは資料の3ページをご覧ください。







• 第1四半期につきましては、連結営業収益3,692億円、連結営業利益522億円、連結四半期純利益333億円でございました。
• 運輸収入をはじめとして、新型コロナ感染症の分類変更を契機とした需要回復により、第1四半期としては3期連続の増収増益となりました。なお、連結四半期純利益については、前年度の税制特例適用の反動により減益となっておりますが、その影響を除くと増益となっております。
• コスト構造改革の取り組みにつきましては、20.3期と比較して今期単体で▲310億円を削減する計画に対して、第1四半期で▲65億円の削減と計画どおりに進捗しています。
• 第1四半期の実績では、主力の山陽新幹線をはじめ、各事業とも順調に回復しており、特にインバウンド収入については想定を上回る状況と認識しています。他方、期初の予想では、お盆を機に年度末にかけてさらにご利用が回復し、新幹線はコロナ前の9割に到達するという計画を立てており、2Q以降のご利用を注視する必要があること、また、資源価格・為替の動向もコスト見通しに影響することから、通期業績予想及び配当予想につきましては期首時点の計画を据え置いております。
• それでは事業別に決算概要をご説明いたします。次のページをご覧ください。



• まずはモビリティ業です。
• 第1四半期の運輸収入は、1,975億円でした。これは、前年対比で+398億円増、コロナ前となる19年比では88.5％、18年比では92.4%の水準です。全体として、概ね想定通りの実績でした。
• 内訳はご覧のとおりですが、うち新幹線につきましては、1,024億円のうち、山陽新幹線が932億円、北陸新幹線が91億円でした。
• 期首の時点で、山陽新幹線の基礎的なご利用は4月から7月末まで84%で推移すると計画していましたが、やや上振れて87%の実績でした。これにインバウンド等の上積みがあり、新幹線トータルで想定を上回るスタートとなりました。一方、近畿圏は概ね想定通りですが、基礎的なご利用は計画の92％を少し下回り、90％という水準でした。
• 定期についても、概ね想定どおりの実績で、定期券のホルダー数としてもコロナ前の9割程度でした。
• お盆の予約状況は、7月27日の公表時点で、新幹線・在来線計で18年比89%でした。足元の予約状況は公表時から徐々に増えており、足元でも上向きの傾向となっております。GWの際も、予約状況公表時に比べてご利用実績は高い水準でしたので、これから多くのお客様にご利用いただけることを期待しています。
• 次のページをご覧ください。



• 流通業です。
• 第1四半期は、前年対比+102億円の増収、営業利益は同じく+33億円増益の34億円となりました。駅構内店舗、ビジネスホテル、百貨店ともに堅調に推移しています。
• 土産売上やビジネスホテルのご利用が好調に推移しており、第1四半期時点においては、想定よりもやや強い状況と認識しています。
• 次のページをご覧ください。



• 不動産業です。
• 第1四半期は、前年対比+13億円の増収、営業利益は同じく+13億円増益の103億円でした。
• 投資家向け販売の反動減により不動産賃貸・販売業は減収減益となりましたが、需要回復に伴うSC売上高の増、ホテルの宿泊収入増により、SC業、ホテル業はそれぞれ増収増益となりました。
• 各事業とも概ね想定の範囲内で推移しており、ホテル業においては、宴会需要も新型コロナウイルスの分類変更を契機に上向き傾向にあります。
• 次のページをご覧ください。



• 旅行・地域ソリューション業です。
• ツーリズム事業は、全国旅行支援の後押しによる国内旅行の増と堅調なインバウンド利用により対前年増収。ソリューション事業は、新型コロナ関連の特需が継続しており、旅行・地域ソリューション業全体として、前年比+222億円の増収、+36億円の増益となり、第1四半期時点では、過去最高益となりました。
• 計画に対しても、国内旅行、インバウンドが好調に推移している状況と認識しています。



• 今期からの中計2025における主要な取り組みである「デジタル戦略によるシナジー最大化」の進捗についてご紹介いたします。
• データやデジタル技術を駆使し、お客様一人ひとりとグループの多様なサービスをつないで、移動・購買需要を創出していくため、①お客様とのつながりの進化、②「たまりやすい、つかいたい」ポイントへの進化、③グループマーケティング力の進化に取り組んでいます。
• そのための重要なツールであるモバイルICOCAを3月にリリースし、Apple Pay対応版は6月にサービスを開始しました。「モバイルICOCA」「J-WESTカード」「WESTERアプリ」の3つのデジタル顧客接点のツールを組み合わせて使っていただくことが、お客様にとって最もお得で便利であり、楽しい体験を生み出す、心を動かす、という世界観の実現に取り組み、当社グループの利用増につなげていきます。
• モバイルICOCAのアプリは好評をいただいており、7月17日時点においては約44万ダウンロードと順調にご利用が増えています。また、WESTER会員数も6月末時点で約630万人と、26.3期の800万人の目標に向けて着実に増加しています。
• これまで鉄道でしかICOCA決済を利用しなかった方が、ICOCAのモバイル化により物販店舗などでICOCA決済をご利用いただくようになるなど、裾野が広がっている兆しがあると期待しています。
• 引き続き、一人ひとりのお客様のカスタマージャーニーに沿った利便性向上を図り、リピート頂けるお客様をさらに増やしてまいりたいと考えています。
• 最後に、10ページ以降に決算短信補足資料をつけておりますが、今回より、これまでの「決算短信補足資料」と「決算について」という2つの補足資料を統合しています。情報の中身については変わりありませんが、より見やすい情報開示になれば幸いです。
• 私からの説明は以上です。


























